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　　河内長野市高向 ・ 上原地区では、 現在土地区画整理事業が計画されております。 この地区は
た こ う い せ き

高向遺跡の範囲内であることから、 河内長野市教育委員会と公益財団法人大阪府文化財センター

による発掘調査を令和５年３月から進めています。

　高向遺跡は、 石川の西側の段丘上に位置し、 北は国道１７０号線 （外環状線） の上原交差点

付近から南は高向小学校周辺まで広がります。 過去の調査では古代から中世の建物跡や井戸 ・

土坑・溝などの
い こ う

遺構や、旧石器時代から中世の各時代で石器や土器といった多くの
い ぶ つ

遺物が見つかっ

ています。

　またこの地域は、 中世に鳥羽天皇が建立した京都の
あ ん ら く じ ゅ い ん

安楽寿院の荘園であり、
たこうのしょう

高向荘と呼ばれてい

ました。 このことから高向荘は、 皇室を支える経済的基盤となる荘園のひとつでした。

　今回の調査では、 最も南側の１ ・ ２区を中心に古代の
ほったてばしらたてもの

掘立柱建物や土坑 ・ 溝などの遺構、
す  え

須恵

器や
は　　じ　　き

土師器などの当時の人々が使用した土器などが見つかりました。 現在調査を行っている４区で

は中世後期の
い し じ 

石敷き遺構 ・ 道路状遺構 ・ 石列 ・
ど が ま ま い の う 

土釜埋納遺構などが見つかりました。 　

　石敷き遺構は 4 区中央東壁際に北東から南西方向に長さ 18.5ｍ、 幅 1.3 ～ 1.7ｍ以上にわたっ

て拡がっています。 遺構はさらに調査区東側に続いていると見られます。 石敷きの間から
ち ゅ う ご く  じ  き

中国磁器
そめつけ

染付、
が　し　つ　ど　き

瓦質土器、 土師質土器が出土しました。 この石敷き遺構から北東に 55ｍの地点では道路

状遺構や塀の跡と考えられる石列、 地鎮と考えられる土釜埋納遺構が見つかりました。 道路状遺構

の規模は長さ 9.6ｍ、 幅 1.5ｍで南北方向に延び、 これに直交するように東西方向に石列が並んで

いました。 この２つの遺構の交点付近に土釜埋納遺構が見つかっています。

　これらの遺構が何の施設に伴うものであるかは、 これからさらに調査を進めていく中で解明してい

かなければなりませんが、 江戸時代に作成された絵図 （図２） によると調査地付近にかつて神社が

存在していたことがわかりました。 今回検出された遺構と関連性が高いと考えられ、 神社の起源が

中世にさかのぼる可能性も考えられます。
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図１　調査地位置図 図２　
か し ゅ う に し き べ ぐ ん か が た りょう ならびにりんせつりょう きょうか いず

河州錦部郡加賀田領並びに隣接領境界図
　　　（河内長野市立図書館デジタルアーカイブより転載）
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石敷きの間から中国磁器染付が
出土しました。

810道路状遺構・812石列（塀の跡）

810道路状遺構

814土釡埋納遺構

20～50㎝の方形の石が北東から南西方向に列状に並び、その
東側に10～20㎝の角礫が敷かれていました。北端は長さ5.5ｍ、
幅1.0ｍ以上の方形区画に拳程の角礫が敷かれていました。

土釡の中に
が  き  わ ん
瓦器椀と土師皿が納めら

れていました。

812石列（塀の跡）

814土釡埋納遺構

検出した状況

掘り進めると

道路状遺構は、東西両端に20～30㎝
の方形の石を並べ、その内側に細か
い角礫を敷いていました。
石列は幅0.5ｍで10～20㎝の方形に
近い石を２列に並べていました。

図３　遺構図
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